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は じめに

我 々は第34回 日本作 業療 法学 会に て、健 常 者にお け

る排 便 後 「紙 で拭 く」 工程の動作 分析 をお こな った。 結

果、拭 く際の 一般 的な拭 き方は6通 りあ り、 どの 拭き 方

もメ リッ トとデ メ リ ッ トがあ る ことが示唆 され た。 そ こ

で今回 、 この結 果をふ まえ て、脳 卒中 片麻痺 者 では、 実

際 どの よ うな拭 き方の傾 向があ るのか 、そ してそ の拭 き

方を用 い る理 由は何か を、観察 ・分析 したので以 下に 報

告す る,

対象者

当院 に入院 した36歳 か ら89歳 までの脳 卒 中片麻痺 者

30名(平 均年 齢69.4±13.5歳)。 男性15名 、 女性

15名。

方法

入院中に、 当院の 作業療 法士、看護 婦、 介護職 員 が、

実際 の排便場 面で 「紙で拭 く」 動作 を観察 した。 拭 き方

は、昨年得 られ た健 常者 の6つ の拭 き方(① 後ろか ら体

幹 屈曲②後 ろか ら骨 盤前傾③ 後ろか ら半立位④ 前 か ら坐

位 で⑤ 前か ら半立位 ⑥横 か ら)に て分類 した。 また、対

象者全例 に対 して 下肢 機能（Br.stage)お よび 体幹 機能

評価(吉 尾 ら）に つい て評 価 し、排 便後の 拭 き方 との関

連 について検討 した。

結果

脳 卒 中片麻痺者 の拭 き方 を図1に 示す我々が 以前お

こなっ た健 常者の場 合 は、 どれ も有意差 はなか ったの に

対 して、片麻 痺者 の場合は、 「前か ら坐位 で」拭 く者が 有

意に多かった.

「前 か ら坐位 で」 拭 く者 とそれ 以外 の者の 下肢Br.

Stageの割合 を図2に 示す。 前か ら坐位 で拭 く者 はBr.

Stageが低い 者が多 く、それ以 外の 方法 で拭 く者はが 高

い者が多かった。

同様 に、体幹 機能 を比較 してみ ると、「前 か ら坐位 で」

拭 く者は、それ以 外の 者 よ り体幹機能が 低か った(図3)。

考察

脳 卒中 片麻痺 者が 「前か ら坐位 で」拭 く者が多 くな っ

図1.健 常者と片麻痺者の拭き方

た ことは 、下肢 の支持性 や、体 幹 ・骨盤の 支持性 ・安定

性 ・随意性 が低 下 した ことによ り、割合 が 増加 した もの

と考 えられる。

病 前、 半 立位 で拭 いてい た者は 、下肢の支持性 が低 下

す る と、今 までの拭 き方 では困難が生 じ、危険性 も高 い

であろ う。 また、後 ろか ら拭い てい た者は体 幹安定性 低

下に伴い、 体幹回旋 が困 難 とな る。 さ らに 、横か ら拭 い

ていた者 は体幹 ・骨盤 の安 定性 ・随 意性が低下 す る と、

半立位や後 ろか らと同様 に危険性 が高 くな るであろ う。

結 果、下肢 ・体幹機能 に低下 のあ る片麻痺 者は 、下肢

の支持性や 体幹 の安定性 が最 小限ですむ拭 き方と して 、

自らによ って今 までの 方法か ら、 よりや りやすい 方法 を

模索してい るの だと考 えられ る。

今回の結果 よ り、臨 床 上作業療法 をすす める際 に 、下

肢 のBr.Stageが 低い者や 、体幹機能 の低 下 した者の 中

には、病 前 と拭 き方を変 更 している者 が少 なか らず 存在

する とい うこ とを考慮 しなけれ ばならない と思 われ た。

以上よ り、我 々作業療 法士 が 、実際に排 便動作 訓練 を

お こな う際に 、対象 者の 体幹 ・骨盤 ・下肢 の機能 を評価

し、対 象者の 「安全性」 を考慮 した上 で訓練 ・指 導をお

こな う必要が あ る。またその際 に、「紙 で拭 く」動 作 とい

うの は対象者 が長年お こな って きた習慣 とな ってい るこ

とも考え、それ を変 更す る必 要性 を充 分に説 明 ・指導 を

お こなわ なければ ならない と考 えられ る。
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